
山梨県企業局 週休２日交替制適用工事 実施要領（試行） 

 
(主旨)  

第１ この要領は、公共工事の品質確保の促進に関する法律の一部改正に伴い示された、

公共工事の品質確保のための担い手の育成・確保を図るための取組の一つとして実

施している週休２日適用工事について、現場閉所での週休２日による休日確保を見

込んだ工事発注を原則としているところであるが、現場条件等の制約により、現場

閉所が困難な工事を対象に、受注企業の現場代理人及び主任技術者・監理技術者（以

下「技術者等」）並びに工事現場の労働者が交替しながら４週８休以上の休日確保

に取り組む週休２日交替制適用工事（以下「適用工事」）を実施するにあたり、必要

となる事項を定める。 

 ２ 週休２日交代制 

（１）通期の週休２日交代制とは、対象期間において、現場に従事した技術者等及

び労働者の平均休日日数の割合（以下「休日率」）が、交代しながら４週８休以

上となる休日確保を行ったと認められる状態をいう。 

（２）月単位の週休２日交代制とは、対象期間の全ての月において、技術者等及び

労働者の休日率が交代しながら４週８休以上となる休日確保を行ったと認め

られる状態をいう。 

（３）完全週休２日交代制とは、対象期間の全ての週において、技術者等及び労働

者が交代しながら１週間に２日間以上の休日確保を行ったと認められる状態

をいう。 

 ３ ４週８休 

（１）通期の４週８休とは、対象期間内の休日率が、２８．５％（８日／２８ 日）

の水準の状態をいう。 

（２）月単位の４週８休とは、対象期間内の全ての月毎に休日率が、２８．５％（８

日／２８日）の水準の状態をいう。 

なお、降雨、降雪等による予定外の休日についても、休日に含めるものとする。 

 

(対象工事) 

第２ 山梨県企業局が発注する工事で、現場条件の制約等（発電電力量に影響を及ぼす

工事等）により、現場閉所による週休２日の確保が困難であると認められ、電気課

と協議が整った案件について、対象工事とすることができる。 

 

(発注方法) 

第３ 適用工事の発注は、経費に別表２の月単位の補正係数を乗じ予定価格を算出する。 

  

２ 「週休２日交替制適用工事」として発注した工事において、受注者から「週休２

日適用工事実施要領」に基づく週休２日工事として実施したい旨の希望があり、工

事着手前に発注者との協議が整ったときは、同要領に定める週休２日工事の対象と

することができる。なお、この場合は設計変更の対象とする。 

 

３  発注機関の長は、現場閉所又は交替制の週休２日適用工事の対象外として発注し

た工事において、契約後、受注者から工事着手日までに交替制による週休２日を実

施する旨の協議がなされた場合は、電気課との協議を経て、本要領を適用すること

ができる。 

 



 

（対象者） 

第４ 適用工事の対象者は、当該工事に係る元請け及び施工体制台帳記載の下請け（建

設工事の請負契約分のみ）全ての技術者、労働者及び現場代理人とする。ただし、

技術者、労働者の当該現場における従事期間が連続して１週間未満の場合は対象外

とする。 

 

（対象期間） 

第５ 適用工事の対象期間については、工事着手から現場完成の期間とする。なお、年

末年始休暇６日間、夏期休暇３日間、工場制作のみを実施している期間、工事全体

を一時中止している期間のほか、発注者があらかじめ対象外としている内容に該当

する期間（受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間など）は含まない。 

 

                    対 象 期 間 

 

①余裕期間 ②準備期間 ③施工に必要な実日数+④不稼働日 ⑤後片付け期間 

※【工事着手】とは、現場事務所等の設置または測量をいう。現場事務所等の設

置または測量を行わない場合は協議により決定する。 

 

２ 下請け企業については、施工体制台帳上の工期を基本とする。ただし、第４第１

項ただし書きの場合を除く。 

３ 施工体制台帳上の工期のうち実働期間が転々としている場合には、受発注者で協

議し、対象期間について適宜設定することができるものとする。 

 

（実施方法等） 

第６ 適用工事の実施方法については、次項から第６項までの規定のとおりとする。 

 ２ 発注者は、特記仕様書等において適用工事であることを明示する。 

 ３ 受発注者は、施工体制の内容や休日確保状況を証明する方法について、工事着手

前に協議するものとする。 

 ４ 受注者は、前項の協議により決定した事項、及び別表１を参考に施工体制台帳の

元請け・下請けの対象となる技術者等及び労働者の工期日数、休日日数、休日率、

全対象者の平均休日率を施工計画書に明示する。ただし、施工計画書提出時点で下

請けが未確定の場合は、確定した時点で協議・提出するものとする。 

 ５ 受注者は、月 1回程度を目安に別表１を監督員に提出し、休日率の確認を受ける

ものとする。 

 ６ 発注者は、受注者の実績に応じ、次のとおり設計変更を行う。 

（１）対象期間において第１第２項（３）である場合には、経費を別表２の完全週

休２日として増額変更とする。 

（２）対象期間において第１第２項（２）に満たない場合には、通期として補正係

数を１．０に減額変更とする。 

 

(周辺住民への周知) 

第７ 受注者は、工事現場の公衆の見やすいところに、適用工事であることを記載した

掲示をする（Ａ３版程度）。 

 

工事着手 完成 



 

(工事成績評定) 

第８  発注者は、受注者の取組に対し、別表「適用工事の取組に対する考査項目」によ

り評価する。 

 ２ 適用工事の取組内容が通期で４週８休未満である場合は、３点を減ずる。 

 

附 則 

この要領は、令和６年１０月１７日から適用する。 

この要領は、令和７年５月１日から適用する。 

 



別表「適用工事の取組に対する考査項目」 

 

「適用工事」実施要領 第６にいう具体的な評価方法については、次のとおりとする。 

 

１．成績評定への加点 

表 成績評定への加点 

 

※１ 達成率 

 （達成率％）＝（現場閉所日数）／（対象期間※） 

※ 対象期間とは、「適用工事」実施要領 第４第５項による。 

ただし、年末年始 6 日間、夏季休暇 3 日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一

時中止している期間のほか、発注者からあらかじめ対象外としている内容に該当する期間（受注

者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間など）は除く。 

２ 成績評定への減点（二次評定者） 

成績評定、考査項目別運用表 考査項目 ７．法令遵守等 

法令遵守の該当項目一覧表  ８．その他 

理由欄に「週休２日未達成のため」と記載し、３点減ずる。 

  

   達成率

評定者

成績評定
考査項⽬別運⽤表

通期⼜は⽉単位の週休２⽇
28.5%以上

（4週8休以上）
達成

完全週休２⽇（⼟⽇）
達成

別紙−１②
考査項⽬  ２．施⼯状況
細 別   Ⅱ．⼯程管理
●評価対象項⽬
□施⼯計画書に定められた休⽇予定のとおり、休⽇の確保を⾏っ
ている。

（レ点１箇所） （レ点１箇所）

※「完全週休２⽇（⼟⽇）を達成した⼯事」の成績評定への加点
別紙−１⑧
考査項⽬  ８．創意⼯夫
細 別   Ⅰ．創意⼯夫
□その他
理由欄に（完全週休２⽇（⼟⽇）を達成しているため）と記載。

− （レ点１箇所）

⼆次評定者

別紙−２①
考査項⽬  ２．施⼯状況
細 別   Ⅱ．⼯程管理
●評価対象項⽬
・週休2⽇の確保は、下記の２事項両⽅で評価する。
□⼯程管理に係る積極的な取り組みが⾒られた。
□その他
理由欄に（施⼯計画に定められた休⽇予定のとおり、休⽇の確保
を⾏うことに加え、他の模範となるような取り組みを実施した）
と記載。

●判定基準
 評価対象項⽬を総合的に判断して、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ評価を
⾏う。

（レ点２箇所） （レ点２箇所）

評定点合計 0.0〜2.0 0.0〜2.4

⼀次評定者 ※細別内の他の評価対象項⽬と合わせ評価値は総合的に計算されることとなる。

※細別内の他の評価対象項⽬と合わせ評価値は総合的に計算されることとなる。



 

○週休２日の確保 

現場閉所による週休２日（４週８休以上）の確保の評価は、月単位の週休２日を標準とした

ことから、下記において加点評価を行う。 

ただし、工事完成時に現場閉所による週休２日（４週８休以上）が受注者の責により確保

出来ない場合は、実施状況に応じ、「考査項目別運用表 別紙－２④ ７．法令遵守等 ８．そ

の他」理由欄に週休２日制未達成のためと記載し、３点減ずる措置を行う。 

 

  １次評定者 

（考査項目別運用表 別紙－１② ２．施工状況 Ⅱ．工程管理） 

・評価する週休２日を、現場閉所による４週８休以上と定義する。 

・週休２日の確保は、下記 1 事項のみで評価する。 

□ 施工計画書に定めた休日予定のとおり休日の確保を行っている。 

 

（考査項目別運用表 別紙－１⑧ ５．創意工夫 Ⅰ．創意工夫 その他） 

・さらに、③ 完全週休２日（土日）を達成した工事については、加点評価するものとする。 

【その他】 

レ その他  [ 理由： 完全週休２日（土日）を達成したため  ] 

 

 

２次評定者 

（考査項目別運用表 別紙－２① ２．施工状況 Ⅱ．工程管理） 

・週休 2 日の確保は、下記２事項両方で評価する。 

□ 工程管理に係る積極的な取り組みが見られた。 

□ その他：理由に下記を記載して評価する。 

〔理由： 施工計画書に定めた休日予定のとおり、休日の確保を行うことに加え、他の模範となるよ

うな取組を実施した。〕 

・他の模範となるような取組とは、工程管理に係るデジタルツールやシステム活用などによ

るインフラＤＸの取組、社員教育及びＰＲ 活動等をいう。 

・また、工事成績評定入力システムの改良は行わず、当面、【その他】において評価項目を

入力し、評価するものとする。 

 

「施工プロセス」のチェックリスト 別紙－５④  考査項目２．施工状況 

細別Ⅱ．工程管理 確認項目○工程管理） 

・週休２日の達成状況を確認するため、施工プロセスチェックリストにおいて、施工中に適

宜施工計画書に定めた休日予定のとおり、休日の確保を行った記録が整理されているかチ

ェックする。 

 

参考資料 



週休2日交替制工事　休日取得状況表(　計画　・　実施　）

契約番号: ○○－○○○○
工事名: ○○○工事
箇所名: ○○市○○町○○地内

契約工期: 令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日

【令和○年○月】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 30 9 30.0%
2 ■■ 30 8 26.7%
3 △△ 20 7 35.0%
4 ◎◎ 20 6 30.0%

【令和○年○月】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 30 9 30.0%
2 ■■ 30 8 26.7%
3 △△ 20 7 35.0%
4 ◎◎ 20 6 30.0%

Ｃ土建（二次下請） 5 □□ 15 4 26.7%

【令和○年○月】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 30 9 30.0%
2 ■■ 30 8 26.7%
3 △△ 20 7 35.0%
4 ◎◎ 20 6 30.0%

Ｃ土建（二次下請） 5 □□ 15 4 26.7%
6 ▲▲ 22 6 27.3%
7 ●● 22 6 27.3%

【対象期間全体】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 90 27 30.0%
2 ■■ 90 24 26.7%
3 △△ 60 21 35.0%
4 ◎◎ 60 18 30.0%

Ｃ土建（二次下請） 5 □□ 30 8 26.7%
6 ▲▲ 22 6 27.3%
7 ●● 22 6 27.3%

B建設（一次下請）
29.7%

Ｄ工業（一次下請）

29.0%

29.0%
B建設（一次下請）

Ｄ工業（一次下請）

Ａ建設

Ａ建設

B建設（一次下請）

別表１（参考様式）

Ａ建設

B建設（一次下請）
30.4%

Ａ建設



実績

週休2日交替制工事　休日取得状況表(　計画　・　実施　）

契約番号: ○○－○○○○
工事名: ○○○工事
箇所名: ○○市○○町○○地内

契約工期: 令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日

【令和○年○月】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 30 9 30.0%
2 ■■ 30 8 26.7%
3 △△ 20 7 35.0%
4 ◎◎ 20 6 30.0%

【令和○年○月】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 30 9 30.0%
2 ■■ 30 8 26.7%
3 △△ 20 7 35.0%
4 ◎◎ 20 6 30.0%

Ｃ土建（二次下請） 5 □□ 15 4 26.7%

【令和○年○月】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 30 9 30.0%
2 ■■ 30 8 26.7%
3 △△ 20 7 35.0%
4 ◎◎ 20 6 30.0%

Ｃ土建（二次下請） 5 □□ 15 4 26.7%
6 ▲▲ 22 6 27.3%
7 ●● 22 6 27.3%

【対象期間全体】 達成

会社名 氏名
工期日数

①
休日日数

②
休日日数の割合

③＝②／①
平均休日率
③の平均

1 ○○ 90 27 30.0%
2 ■■ 90 24 26.7%
3 △△ 60 21 35.0%
4 ◎◎ 60 18 30.0%

Ｃ土建（二次下請） 5 □□ 30 8 26.7%
6 ▲▲ 22 6 27.3%
7 ●● 22 6 27.3%

Ａ建設

29.0%
B建設（一次下請）

Ｄ工業（一次下請）

Ａ建設

29.0%
B建設（一次下請）

Ｄ工業（一次下請）

別表１（参考様式）

Ａ建設
30.4%

B建設（一次下請）

Ａ建設

29.7%
B建設（一次下請）



週休２日の取得に要する費用の計上に関する補正係数

別表２

交代制適用工事 労務費 現場管理費率
完全週休２日 1.02 1.03

月単位の週休２日 1.02 1.02

通期の週休２日 1.00 1.00
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